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津波浸水想定の実施内容



• 陸域への津波遡上による浸水状況がわかるように、津波浸水シミュレーションの結果として、
津波浸水想定に定めるべき最大の浸水の区域や水深などを出力するものとする。なお、閾値や
配色については、「水害ハザードマップ作成の手引き」に従い、周知の対象となる住民に浸水
情報が正確に伝わるようにわかりやすく統一するものとする。
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（１）津波シミュレーション結果の出力

④浸水の区域及び水深の出力

①最大クラスの津波の設定

②計算条件の設定

③津波浸水シミュレーション
（津波の発生～伝播～到達～遡上）

津波浸水想定

浸水分布図、流速・流向分布、主要地点
の津波到達時間、主要地点の津波高・浸
水深・流速等の経時変化、基準水位
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（２）浸水想定図
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（２）浸水想定図（前回調査の結果との比較図）

前回浸水区域 今回浸水区域

前回の地形 今回の地形
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浸水区域の比較

西側へ浸水区
域が拡大でき
なくなったため、
北側へ拡大。

今回の方が前回よりも標高が高い（今回の方が標高の起伏が反映されている）。

標高差分=今回想定－前回想定
赤：今回想定の方が標高が高い
青：今回想定の方が標高が低い

今回想定の方が標高が高い
ため浸水区域が拡大しない。

⇒前回および今回の津波浸水区域を重ね合わせて表示し、当該区域での計算モデル（地形、

粗度、構造物データ）や津波波源モデル、出力条件の違い等を示すことにより、浸水区域の

違いが生じる要因を整理する。
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（２）浸水想定図（構造物破堤箇所）

⇒構造物施設の破堤箇所結果データを出力する。破堤箇所（=構造物を越流した箇所）を特

定することにより、今後の海岸及び河川津波対策の重点箇所選定のための基礎データとして

位置付ける。
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（３）流速・流向分布図

流速(1m/s)

⇒平面図による流速分布、および、ベクトル図による流向を重ねて表示する。
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（４）経時変化図

⇒主要地点における津波水位等の経時変化データを出力する。平面図やアニメーションとし

て作成し、津波の伝播過程、到達時間を時々刻々で表示する。
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